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『お念仏とともに歩む平和への道』 

加藤 学（桑名組善徳寺） 

 私たちの宗門では、戦争によって尊い命

を失われたすべての方々を追悼し、悲惨な

戦争を再び繰り返してはならないという

平和への決意を確認するため、1981(昭和

56)年から毎年 9 月 18 日に、東京・国立

千鳥ヶ淵戦没者墓苑において、｢全戦没者

追悼法要｣を勤修しています。そこで、改

めてお念仏をいただく私たちにとって平

和とは何であるか、お釈迦様と親鸞聖人の

お言葉に尋ねてみたいと思います。 

「すべての者は暴力におびえる。すべて

の（生きもの）にとって生命は愛しい。己

が身にひきくらべて、殺してはならぬ。殺

さしめてはならぬ。」 

（『ダンマパダ』 130 偈） 

お釈迦様のこの言葉から仏教が平和と

いうものをどのように捉えているのか考

えると、私が行うことを含めすべての暴力

を許さないとともに、暴力を行使せざるを

得ない状況に追い込むことをも厳しく戒

めていることが分かります。武力侵攻や先

制攻撃は決して許される行為ではありま

せん。ただ、現在の状況に至るまでの経過

への理解を抜きに、特定の国や為政者だけ

に悪のレッテルを貼ろうとも根本的な解

決には近づかないのではないかと思えて

なりません。 

また、暴力を使うような状況に追い込む

ことを戒める言葉の裏側には、仏教では私

たちが時に暴力を使うことさえあると見

ていることが分かります。 

親鸞聖人の言行録である『歎異抄』には 

「わがこころのよくてころさぬにはあ

らず。また害せじとおもふとも、百人・千

人をころすこともあるべし。」「さるべき業

縁のもよほさば、いかなるふるまひもすべ

し」(註釈版聖典 843・844 頁) 

と、私たちは自分が考えたように必ず行

動できる訳ではなく、縁が整ってしまえば

考えてもいなかった行動さえとってしま

うことを示しています。しかし、この言葉

は条件次第で何でもしてしまうのだと、自

分の行為を正当化し開き直るためのもの

ではありません。阿弥陀様の眼差しにより

知らされた自身の姿をあらわされた言葉

であり、何をしてしまうか分からない者同

士だからこそ、争いを起こさないために何

をすべきか、共に考えて行動する必要性を

お示し下さっているように思えます。 

時に人は自分のことを「私は正しく、間

違いを犯さない」と考えてしまいますが、

その時こそ「私を邪魔する間違ったもの」

をどこまでも攻撃してしまうのかもしれ

ません。だとするならば、自分の心の弱さ、

至らなさを知っているからこそ歩んでい

ける「愚か者の平和への道」を多くの方と

ともに歩んでまいりたいと思います。 
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『夏休みの宿題』 夏休みで疲れ気味の私にとっては、少々面

倒臭い日程だったが「一度でいいから」とい

う言葉に動かされてしまったのだから仕方な

い。博物館では琵琶湖に住む魚や水鳥を見学

することができた。琵琶湖の上を優雅に飛び

回る水鳥をみては、「自由でうらやましい」と

思っていたが、どうやらそうでもないらしい。 

琵琶湖に住む生き物たちは、みなそれぞれ

に役割を担っていて、関わり合いのなかで懸

命に生きている。そんな当たり前のような 

ことが、ぼーっと生きていると、忘れがちだ。

証拠になるチケットともう 

一踏んばりする力をもらって、 

家族と一緒に帰路についた。 

 

 

名古屋別院のご輪番が交代されました。今回同封の教区報でもお知らせしております。佐藤浩紹前ご輪番には、これまでさま

ざまな場面でお世話になりました。改めて、心より御礼申しあげます。ありがとうございました。 

 

『歩く マジで人生が変わる習慣』 著 池田光史  出版社 ニューズピックス  
ランニングシューズにはこだわってきたつ

もりでしたが、日常の靴については案外無頓

着だったことにも気づかされました。 

走ることには熱心なのに、考えてみれば「歩

くこと」についてはほとんど考えたことがあ

りません。毎日繰り返していることだからこ

そ、一度立ち止まって 

――いや、歩きながら――見直してみるのも

面白いかもしれません。 

 

～編集後記～ 

本書は「歩く」という、あまりにも当たり前の

行為を、さまざまな角度から見直していく一冊

です。健康や運動としての効用だけでなく、歩

くことが脳や心に与える影響、姿勢や身体の使

い方、さらには足の構造や靴の選び方まで、「歩

く」にまつわる幅広い話題が紹介されていま

す。 

私は趣味でマラソンを走ります。多い月には

600km ほど走り、40km のロング走をすること

もあります。これだけ走っていると、疲れるの

は「脚」だけではありません。靴の中で指が当

たったり、爪が痛くなったり、同じ場所に負担

がかかったりと、自分の「足の形」そのものを

意識させられます。そのため、本書の中でも特

に興味深かったのが、足と靴について書かれた

部分でした。自分の足に合う靴とは何か。普段

何気なく履いている靴が、歩き方や身体にどの

ような影響を与えているのか。 

私には今年中学生になった娘がいる。 

中学校の夏休みの宿題は、小学校と違い、各

教科の先生から宿題がだされる。正直けっこう

な分量に驚いた。 

宿題には、必須のものと、自由に選べるもの

がある。なかでも、理科の先生からの宿題につ

いてのメッセージがなんとなく心に止まった。 

「長い夏休み、一度でいいからプラネタリウ

ムや科学館に行ってみてはどうでしょう」 

「証拠になるチケットなどを必ずレポートに

貼ること」 

これは、選べる系だからスルーしても良いも

のだ。しかし、先生の切実な願いが伝わってく

るようで、家族旅行に無理やり組み込んで、滋

賀県立琵琶湖博物館にいくことにした。 

～書棚～ 

～声～ 


